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電磁相互作用と弱い相互作用を統一する標準理論は素晴らしい成功をおさめている。統一理論で対称性の破れを引
き起こすのがヒッグスボソンだ。そのヒッグスボソンが、近い将来、LHCで発見されると期待されている。
だが、本当に予想通りの性質をもつだろうか。

一つの可能性として、ゲージ・ヒッグス統合理論がある。ヒッグスボゾンは高次元ゲージ理論の枠内でゲージ場
の余剰次元成分になる。驚くべき事に、ヒッグスボゾンは安定になり、宇宙の暗黒物質になる。WMAPデータから、
ヒッグスボゾンの質量は～70GeVときまる。では、ヒッグスボゾンを加速器実験でどのように探索すればいいだろ
うか。ヒッグスボソンを通して、現在の素粒子物理学の課題を見極める。


